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　標記研究課題の下で、平成18年度において、平成17年度に実施した海外調査において収集し
た資料を分析するとともに、標記研究課題にかかわる文献研究を中心として研究を行い、研究成
果の公表に努めた。
　近年、ドイツでは資本市場の構造的変化の下で「株主価値重視経営」のスローガンが声高に叫
ばれており、外部の資本市場の圧力がますます高まる中で、資本市場の要請に基づく大規模な事
業再編（リストラクチュアリング）が行われ、従来のドイツの伝統的な大企業一大銀行一国家の
緊密な協調型ネソトワークの解消と労使共同決定に対する批判が高まりつつある。一方で、ドイ
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ツでも「株主価値重視経営」の最大の擁護者とされたユルゲン・シュレンプ（Jurgen　Schremp）【ダ
イムラークライスラー最高経営責任者】が「企業価値の破壊者」としてその座を追われ、またW
でも国内のリストラを強力に推進したピシュエッツリーダー（Bernd　Pischetsrieder）社長（CEO）
やその後継者と一時は目されたベルンハルト（Wolfgang　Bernhard）執行役が解任されたように、
従来の労使協調路線への根強いこだわりが依然として残っている。さらに2002年の米国で起こっ
たワールド・コムやエンロンの破綻、さらにはドイツでもIT新興企業において発覚した相次ぐ粉
飾決算・企業不祥事は、アングロサクソン流の「株主価値重視経営」に対する見直し機運が高ま
っている。またドイツでも「持続可能な発展」戦略の下で企業の社会的責任は大きなテーマとな
っており、ドイツ企業もそうした取組みを強化しつつある。また従来の機関投資家に加えて、エ
コファンドや社会的責任投資（SRI）も次第に拡大している。
　こうした問題意識に基づいて、VW社において5千人の失業者を1ヶ月5千マルクで雇用する
という、極めて野心的な雇用創出プロジェクト、「5000×5000」プロジェクトについて研究成果を
取りまとめるとともに、この時期、ドイツ大企業において展開されるところとなった生産合理化
の背景をなす資本市場の構造的変化と企業統治（コーポレート・ガバナンス）問題にも研究を進
めて成果の公表に努めた。こうした成果として次のものを挙げることができる。1）「企業の社会
的責任とW社『5000×5000』プロジェクト」【『明大商学講』第89巻・第2号（2007年2月）】、
2）「ドイツにおける大量失業問題と企業の社会的責任」（専修大学商学研究所叢書6『企業の社
会的責任再論』白桃書房、2007年3月）、3「ドイツの資本市場の変化と共同決定」【鈴木幸毅・
百田義治編著『企業社会責任の研究』中央経済社、第16章所収、2007年7月刊行】、4）「ドイ
ツのコーポレート・ガバナンスー外部監視とコーポレート・ガバナンス」【佐久間信夫編著『コー
ポレート・ガバナンスの国際比較』税務経理協会、第7章所収、2007年7月刊行】、以上である。
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